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議会だより100号の発行を記念し、100人の方にご協
力をいただき、ご自身の「夢」や「鹿嶋市に期待すること」
など、100人100色の声を集めました。これからも、議
会だよりを多くの皆様に読んでいただけるよう創意工
夫をしながら読みやすい紙面づくりに努めてまいりま
す。ご協力ありがとうございました！

波野地区に遊具の
沢山ある公園が欲しい。
この辺では神栖にしか

ない。

木村心夏さん（波野）

スポーツのまち、パワースポッ
ト（鹿島神宮）のまちを一段とクロー

ズアップしていただきたい。そして、
超クリーンなまちにすることを大前

提として。

田鍋一樹さん（宮中）

私たちが楽しく・
リフレッシュできる
まちづくりを引き続
きよろしくお願い

いたします。

中田朱星さん（平井）

住みやすい街づく
りのため子育て支

援・医療機関の充実
お願いします。

 星　直人さん（港ヶ丘）
 大野地区に
防災公園を。

島松仁史さん（浜津賀）

きかせて
100人の声

  鹿嶋市議会だより
「とびら」
100号記念
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   健康で長生き

藤川武志さん（宮中）

齊藤瑠羽さん（宮中）

 動物飼育員

久能ひまわりさん（宮津台）

海上保安官

鹿嶋市にもっと
たくさんのお店を…

齊藤勇太さん（宮中）

子育て支援

澤 浩明さん（港ヶ丘）

子どもたちが
いつまでも明るく元
気に過ごせる鹿嶋市

であってほしい。

谷田川秀一さん（奈良毛）

健康を維持し
て、ボランティア
をしながら100歳

まで働きたい。

五十嵐栄子さん（鉢形台）

子どもから老人まで豊
かで安心、安全に暮らせ
る地域になっている。

榎本几久さん（鉢形台）

高齢者に優しい
　生活環境。

大槻俊雄さん（武井）

グローバルな鹿嶋、
良い出会いがたくさ
んあることです。

成田昭連さん（市外）

グエン・ティ・ダオさん（神野）

日本語の先生
になりたい。

加藤哲夫さん（浜津賀）

安心、安全な老
後が送れるように、
医療の充実で楽し

い生活。

和田　勉さん（大船津）

笑顔で活動できる
議会にしてほしい。

議会に届いたみんなの声。
住み続けたい、住んでほしい鹿嶋のために。



42020 年 5 月 1 日
鹿嶋市議会だより

　波野地区
（北鹿嶋地区）

の開発。

飯島衛さん（神向寺）

英語の先生。
（大学の先生）

ヴィロニカ・ロザダさん（旭ヶ丘）

福祉と教育に
 力を入れて。

栗山晶則さん（神向寺）

車をいつまで運転できるか
わからないが、自宅を開放
して（運転できなくなった
ら）おしゃべり場にしたい。

青木洋子さん（青塚）

より良い鹿嶋、
健康で安心できる
老後生活を求
めたい！

中島宣夫さん（棚木）

　　　　　　　　　
長生きをしたい。

髙田　豊さん（小山）

健康で100歳まで快適
な生活をしていきたい。

福原繁夫さん（浜津賀）

議員ガンバレ

山口直子さん（津賀）

須藤 謙さん（佐田）

奥田民生さんと
友達になりたい！

木内朝斗さん（三笠）

石坂洋子さん・忠大さん（荒井）

東京から移り住んで
13年。自然の中で鹿嶋を
満喫しています。元気で過

ごすことが希望です。

２人で仲良く
長生きしたいです。

　鹿行の医療に
少しでも貢献したいと

思います！

井伊理恵子さん（宮中）

春から幼稚園。
がんばるぞ！！

冨樫あのんさん（緑ヶ丘）

僕の夢は、サッカー選手
になることです。友達と一
緒に一生懸命頑張ります。

みんなの夢をかなえていただくために。
みんなの想いに応えるために。
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きかせて100人の声特集 早く孫の顔が見たい。
宝くじ（高額）が当たると

良い。

久保田栄治さん（津賀）溝口輝明さん（平井）

　　　　
全国的に人口減少、外

国の方々と「共生社会構築」
に期待するものです。私達
にできることは「インバウン
ド人口と未来をきずく」こ

とでしょうネ！！

毎日幸せな家庭を
つくりたい。お金
持ちになりたい。

高澤　秋さん（市外）
グエン・チォン・ダイさん（市外）

 日本語ペラペラ
 になりたい。子ども達

 はとてもかわいい。
（ALT）！

ダニエラ・トーマスさん（平井）

幸福な老後と
健康福祉と病院

の充実。

谷田川雄一さん（津賀）

イノシシ対策を
してほしい。

遠藤喜平さん（爪木）

元気で長生き
　して、世界中

を旅したい。

野中由紀子さん（宮津台）

野口結芽さん（国末）

幸せになる！！

子供の成長を
楽しむ！

中川　篤さん（津賀）

大きなショッピング
モールがほしいです。

齋藤祐基さん（荒野）

岡野 博さん（武井）

自治会加入率
 90％以上。

呉　貞析さん（平井）

鹿嶋で韓国とい
えばHanと言わ
れるように！

 鹿嶋市の
 発展。（新しい

 企業誘致）

吉田　亨さん（平井）

大塚健吾さん（宮津台）

 マイホーム設立！！

議会に届いたみんなの声。
イノシシ対策、人口減少、企業
誘致など、課題は山積み。
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大橋政雄さん（大船津）

 カシマサッカースタ
ジアムを核に新しい市街地

づくりを進めよう。

狩谷順二さん（厨）

ゴミのない
きれいな街に。

 早くコロナウ
イルスが終息し
て初孫に会い

たい。

石川幸一さん（根三田）

澤田りゑさん（角折）

空き家等を解体し
土地活用を考えてい
ただきたい。意見を
聴く場を設定してい

ただきたい。

竹内　茂さん（津賀）

昔お世話に
 なった恩人に
 会ってお礼を

 言いたい。

山田揚子さん（宮津台）

夫婦でいつまで
も元気でいろいろ
な所に旅行に行け

ると良いです。

犬が遊べるドッ
グランをつくっ
てほしい！

吉田遥斗さん（三笠）

千ヶ崎達也さん（高天原）

皆が幸せになる。

前田竜甫さん（高松）

どの世代で
も、住みよい
街にしていた
だきたい。

石川充美さん（根三田）

水害の心配のない
高台に素敵なお家を

建てたい。

今まで続けてきたボラ
ンティアで子供と一緒
に鹿嶋市に貢献し

たい。

花見優子さん・玲奈さん（平井）

海外（イギリス）
に行き英語で対
話をしたい。

小早川𠀋典さん・せつ子さん（角折）

公園で孫と一緒に遊ん
だり食べたりしたい。

大塚喜二さん（粟生）

農業再生

議会に届いたみんなの声。
世代を問わず、住みよい鹿嶋を目指して。
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農業に従事して
生活したい。

土子光一さん（市外）

　孫の成長が
　　楽しみ。

内野　正さん（鉢形）・敬子さん（鉢形台）

家族が笑顔
で過ごすことのでき

るまち。

坂本和子さん（宮中）

いつまでも健康でお
客様に喜んでもらえる
お仕事したい。

安宅確英さん（宮中）

仕事も趣味も
生涯笑顔！！

医療に頼らない自立し
た健康を市民がすすんで
学び、実践する社会をつ
くること！

三宅佐弥香さん・裕司さん（高天原）

もっと美しい
  人を増やして、

  幸せと笑顔があふれる
世界にしたい！！

比毛淳子さん（宮津台）

高齢者も若い方
（学児を含む）も共
に元気で生活でき

る明るい街。

溝渕　榮さん（緑ヶ丘）

加瀬大介さん（鹿島）

子育て世代や高齢者
福祉への手厚い支援で
住みやすい 安心・安定
のまちづくりに期待し

ています！

藤田荘馬さん（三笠）

子どもが安心して生
活できるように環境改
善を。特に、通学路の
安全対策に力を入れて

ほしい。

紺野卓真さん（長栖）

抽象的ではありますが、お
年寄りから小さな子供まで安心し
て暮らせる街づくりをお願いしま
す。また、コロナウイルス対策とし
て、マスクの配布やアルコール消
毒器の配布をしてもらえると助

かります。

現在政府で給付
案が出ているが、
20万円の給付が
決まるよう夢見

ている。

黒須昭子さん・国男さん（荒野）

子供、孫たちが他県より遊
びに来てもどこへも連れて
行けず残念に思います。

幸せと笑顔があふれる鹿嶋へ。
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  人と人を繋ぎ、
 もっともっと優し
 くて、面白い人間
になれたらと…

山本主税さん（和）

毎日たくさんの笑顔が
あふれる農園を創るこ
と！！

アントラーズのよう
に、農園を通して一人
でも多くの人の笑顔
に貢献します！

大槻繁之さん・みさきさん（武井）

他のラーメン屋さん
にはないようなものを
提供していきたいと

思います。

伊藤　績さん（鉢形台）

地元の誇りであるアン
トラーズを皆で支え、アン
トラーズを合言葉に市民が１
つになるような文化が根付
くことが僕の夢です。

山町浩信さん（爪木）

川島勇一さん（角折）

両親の通院の
ために、はまなす街
道を経由するコミュ

ニティバス路線が
ほしいです。

吉田鷹平さん（高松）

   鹿嶋市に多くの
子供たちが、遊べて運

動が出来る大きな運動公
園が欲しいです！

日本語の先生
になりたい。

平澤アプリヤンティさん（宮中）

神成田久子さん（浜津賀）

鹿嶋が花であふれ
た市になってほしい。

カレン・コントレラスさん（鉢形）

結婚

みんなの笑顔が
あふれる街になっ

てほしいです。

田中律子さん（宮中）

木下京子さん・文夫さん（青塚）

住み良い社会環境
で若い人が住
むようにする。

阿部昭平さん（青塚）

鈴木夏美さん（宮中）

子育てが落ち着いた
ら、神社仏閣、温泉巡り

がしたいです！歴史を感じ
ながら歩くのがたまらな

く好きです！

渡部俊輔さん（緑ヶ丘）

交通手段のない
高齢者、　未成年者の
為に、「市営バス」の本
数、ルート増加をお願

いしたいです。

鹿嶋の魅力を高めるために。
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若者に魅力ある
まちづくりをお願いし

ます。

上谷直哉さん（高天原）

市民みんなが楽しく
過ごせる町づくりを推進

してください。

野田剛琉さん（平井）

中島吉晴さん（豊郷）

子どもがすく
すく成長でき
るまちづくり

を！

小さな子供でも
楽しく安全に遊べる
場所を増やしてく

ださい。

馬上佳幸さん（緑ヶ丘）

私の夢はサッカー
を通して将来の鹿嶋っ
子たちに夢と希望を与

えることです。

吉川友陽さん（大野）

市内の狭い路地
整備推進をお
願いします。

内野徳幸さん（宮中）

子育て支援が
さらに充実する
よう力を入れ
てください！

森田寿幸さん（明石）

これからの
若者達との交流の
 中で夢を共有し
  たいです。

溝口恵子さん（平井）

田中孝子さん（宮中）

みんなで楽し
める温泉が欲し

いです。

バス・電車
の本数を増やして

ほしい。

鹿嶋の街が
もうちょっと
活性化されま
すように。

木下京子さん・文夫さん（青塚）

堀江栄喜さん（青塚）

青塚の道路の舗装
を進めて荒れた空地を

整備してほしい。

中野乃碧さん（高天原）

安心して遊べるまちに
   してほしいです！

議会に届いたみんなの声。
安心、安全のまちづくりのために。



102020 年 5 月 1 日
鹿嶋市議会だより

３月
議会

こんなことが決まりました
　２月21日～３月16日の25日間、令和２年第１回定例会が開催されました。
市長から29件の議案が提出されたほか、議員から１件の議案と修正案が提
出されました。また、委員会から２件の意見書が提出されました。議決結
果は次のとおりです。

議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　果
市長から提出された議案　29件
議案第１号 令和２年度鹿嶋市一般会計予算 原案可決
議案第２号 令和２年度鹿嶋市国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第３号 令和２年度鹿嶋市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第４号 令和２年度鹿嶋市介護保険特別会計予算 原案可決
議案第５号 令和２年度鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市平井東部土地区画整理事業特別会計予算 原案可決
議案第６号 令和２年度鹿嶋市農業集落排水特別会計予算 原案可決
議案第７号 令和２年度鹿嶋市墓地特別会計予算 原案可決
議案第８号 令和２年度鹿嶋市公共料金等集合支払特別会計予算 原案可決
議案第９号 令和２年度鹿嶋市下水道事業会計予算 原案可決
議 案 第10号 令和２年度鹿嶋市水道事業会計予算 原案可決
議 案 第11号 令和元年度鹿嶋市一般会計補正予算（第６号） 原案可決
議 案 第12号 令和元年度鹿嶋市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議 案 第13号 令和元年度鹿嶋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議 案 第14号 令和元年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議 案 第15号 令和元年度鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市平井東部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）原案可決
議 案 第16号 令和元年度鹿嶋市下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
議 案 第17号 令和元年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議 案 第18号 令和元年度鹿嶋市大野区域水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議 案 第19号 鹿嶋市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第20号 鹿嶋市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

議 案 第21号 鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市平井東部土地区画整理事業施行規程に関する条例の一部を改
正する条例 原案可決

議 案 第22号 鹿嶋市運動施設条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第23号 鹿嶋市水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第24号 鹿嶋市行政委員設置条例を廃止する条例 原案可決
議 案 第25号 鹿島地方公平委員会共同設置規約の変更について 原案可決
議 案 第26号 鹿島中学校大規模改造建築工事（普通教室棟）請負契約について 原案可決
議 案 第27号 鹿島中学校大規模改造建築工事（体育館）請負契約について 原案可決
議 案 第28号 令和元年度鹿嶋市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
議 案 第29号 令和元年度鹿嶋市一般会計補正予算（第８号） 原案可決
議員が提出した議案　１件
第１号議案 議案第１号令和２年度鹿嶋市一般会計予算に対する附帯決議 否決
委員会が提出した議案　２件

意見書第1号 新型コロナウイルス感染症の早期終息及び東京2020オリンピック・パラリンピック競技
大会の計画通りの開催を求める意見書 原案可決

意見書第2号 新型コロナウイルス感染症発生に関し市民の生命を守り、また市民生活の安心・健康を確
保するための支援を求める意見書 原案可決

その他　１件
修 正 動 議 議案第１号令和２年度鹿嶋市一般会計予算に対する修正案 否決

討
論
討
論
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■
議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度
鹿
嶋
市

一
般
会
計
予
算

反
対
舛
井
明
宏 
議
員

　

　

財
政
調
整
基
金
は
最
低
レ
ベ
ル
に
ま
で

低
下
し
て
い
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
に
つ
い
て
の
予
算
な
ど
に
つ
い
て
は
、

財
政
調
整
基
金
へ
繰
入
れ
、
廃
棄
物
処
理

場
の
建
設
負
担
等
決
定
時
の
財
政
的
な
裕

度
や
コ
ロ
ナ
対
策
等
の
緊
急
時
の
対
応
に

役
立
て
る
よ
う
な
備
え
と
す
る
修
正
処
置

等
を
す
る
べ
き
と
思
い
、
反
対
と
す
る
。

賛
成
笹
沼
康
弘 

議
員

　

　

行
政
は
、
こ
の
３
月
の
定
例
議
会
を
迎

え
る
ま
で
に
、
厳
し
い
財
政
の
中
で
も
最

善
を
尽
く
し
、
苦
慮
さ
れ
て
き
た
。
今
回

の
予
算
を
速
や
か
に
通
す
こ
と
が
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。
時
間

を
コ
ス
ト
と
考
え
れ
ば
、
決
断
の
遅
れ
こ

そ
、
最
大
の
コ
ス
ト
の
浪
費
と
な
る
と
考

え
る
た
め
、
賛
成
と
す
る
。

反
対
宇
田
一
男 

議
員

　

　

宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事
業
は
、
市
民

の
合
意
形
成
が
不
十
分
で
、
現
状
並
び
に

将
来
の
財
政
負
担
を
考
え
る
と
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
財
源
投
入
に
お
け
る
収
支
や

効
果
に
つ
い
て
再
検
証
し
、
慎
重
に
進
め

る
べ
き
。
豊
郷
台
土
地
改
良
区
設
立
に
つ

い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
を

最
優
先
課
題
と
考
え
、
緊
急
性
等
に
つ
い

て
慎
重
に
判
断
す
べ
き
。
現
在
の
市
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
と
将
来
に
わ
た
る
安
定

財
政
を
総
合
的
に
判
断
し
、
反
対
と
す
る
。

賛
成
小
松
﨑
敏
紀 

議
員　

　

市
民
生
活
の
基
盤
を
維
持
す
る
た
め
に

優
先
順
位
と
集
中
、
選
択
を
も
っ
て
戦
略

的
に
取
り
組
み
、
財
政
に
お
い
て
も
単
年

度
や
中
長
期
の
資
金
収
支
の
健
全
性
を
考

慮
し
な
が
ら
、
貴
重
な
税
収
を
最
大
限
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
行
政
と
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
関
す
る
対

策
の
予
算
は
、
当
年
度
に
関
し
て
は
予
備

費
を
活
用
し
、
新
年
度
に
関
し
て
は
補
正

や
専
決
で
対
応
し
て
い
く
と
の
話
が
あ
っ

た
た
め
、
賛
成
と
す
る
。

反
対
立
原
弘
一 
議
員

　

　

財
政
が
苦
し
い
中
で
い
か
に
し
て
住
民

の
福
祉
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
、

そ
こ
に
こ
そ
頭
を
集
中
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、
今
の
地
方
自
治
体
の

努
め
で
あ
る
。
中
心
市
街
地
問
題
、
豊
郷

台
問
題
、
こ
れ
ら
の
中
身
に
つ
い
て
大
幅

な
修
正
を
求
め
て
反
対
と
す
る
。

反
対
田
口　

茂 

議
員

　

　

行
政
改
革
の
一
つ
と
し
て
外
部
委
託
業

務
を
取
り
込
み
、
経
費
削
減
の
財
源
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
財
源
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

義
務
的
経
費
の
削
減
の
前
に
、
市
長
政
策

12
事
業
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
い
、
市

長
か
ら
財
政
の
非
常
事
態
宣
言
を
打
ち
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
以
上
の
理
由
か
ら

反
対
と
す
る
。

■
議
案
第
６
号　

令
和
２
年
度
鹿
嶋
市

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
予
算

反
対
田
口　

茂 

議
員

　

　

財
務
４
表
等
を
作
成
す
る
た
め
、
本

来
は
市
職
員
が
事
務
的
な
整
備
を
す
る
と

い
う
業
務
で
あ
る
。
頭
を
使
う
業
務
に
つ

い
て
は
、
ぜ
ひ
職
員
に
尽
力
い
た
だ
い
て
、

特
に
今
回
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
２
０
０
０
万
円
が
本
当
に
妥
当
性
が

あ
る
か
ど
う
か
を
含
め
て
疑
問
視
を
し
て

い
る
た
め
、
反
対
と
す
る
。

■
第
１
号
議
案　

議
案
第
１
号
令
和
２

年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

附
帯
決
議

賛
成
佐
藤
信
成 

議
員

　

　

市
長
が
就
任
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
６

年
間
で
財
政
調
整
基
金
が
12
億
円
も
減
っ

て
し
ま
う
。
不
要
不
急
の
事
業
は
、
今
後

の
財
政
運
営
が
好
転
す
る
見
通
し
を
市
民

の
皆
様
に
お
示
し
で
き
る
ま
で
は
、
事
業

の
執
行
を
凍
結
す
る
べ
き
。
そ
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
深
刻
な
被
害
が
報

告
を
さ
れ
て
い
る
。
い
ち
早
く
市
民
が
安

心
安
全
を
実
感
で
き
る
対
策
に
備
え
る
べ

き
だ
と
考
え
、
賛
成
と
す
る
。

反
対
栗
林
京
子 

議
員

　

　

本
年
度
の
予
算
は
、
市
民
の
安
全
安
心

の
た
め
、
防
災
費
、
そ
し
て
大
切
な
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
予
算
と
理
解
し
て
い
る
。
昨

年
度
ま
で
議
会
全
員
で
協
議
し
て
き
た
宮

中
賑
わ
い
創
出
事
業
検
討
協
議
会
で
、
賑

わ
い
事
業
は
進
め
て
い
く
べ
き
と
意
見
が

あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
計
画
に
沿
っ

て
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

附
帯
決
議
に
反
対
と
す
る
。

賛
成
田
口　

茂 

議
員

　

　

行
政
執
行
に
あ
た
っ
て
は
市
民
の
合
意

形
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
般

の
予
算
、
市
長
政
策
の
12
項
目
に
つ
い
て

も
、
多
く
の
市
民
と
の
合
意
形
成
が
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
、
甚
だ
疑
問
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
附
帯
決
議
に
賛
成

と
す
る
。

賛
成
立
原
弘
一 

議
員

　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界

的
規
模
に
な
り
、
世
の
中
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
準
備
を
ど
う
す
る
の

だ
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
附
帯
決

議
は
最
低
限
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と
し
て

の
一
つ
の
構
え
を
つ
く
っ
て
お
く
と
い
う

こ
と
が
、
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
附
帯
決

議
に
賛
成
と
す
る
。

討
論
討
論
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令和２年度予算

総額412億円 
前年度比-1.6％

令和２年度会計別予算

412億2,051万3千円
（前年度比６億7,326万８千円の減）

233億3,300万円
　　（前年度比１億2,300万円の減）

　予算決算常任委員会は３月２日と3月３日
に全体会を、3月４日及び３月５日には総務
生活・文教厚生・都市経済の３つの分科会を
開催し、詳細な審査を行いました。
　各分科会では令和２年度予算で実施する事
業と、平成30年度に実施した事業から数種
の事業を抽出し、詳細な審査を行いました。
　議会は、令和２年度の一般会計及び特別会
計は賛成多数で可決。企業会計予算は全員賛
成で可決しました。

予算決算常任委員会
─ 令和２年度予算への質疑 ─

市 の 予 算 の 総 額

一般会計の予算額

一般会計  233億3,300万円
特別会計 130億8,556万1千円
国民健康保険 74億2,378万9千円
後期高齢者医療 7億6,413万8千円
介護保険 44億    892万7千円
平井東部土地区画整理 1億3,000万円
農業集落排水 9,213万6千円
墓地 1,157万1千円
公共料金等集合支払       2億5,500万円

公営企業会計 48億     195万2千円
下水道事業 25億5,381万4千円
水道事業 22億4,813万8千円

行政評価においてＣ（改善）評価となっ
た事業について、当初予算にどのよ
うに反映されているのか伺う。
Ｃ評価事業は４事業ある。ふるさと納税推
進事業については、経費率・返礼率を見直し、
その他ガバメントクラウドファンディング

の実施等を行う。公共交通対策事業については、予
算には反映されていないが、新年度は広域連携バス
の効果検証や新規路線の検討を行う。広報活動経費
については、識別性の高いＵＤフォントの導入や外
国人YouTuberによる情報発信を行う予定。市民参加
のまちづくり事業については、市民活動支援制度か
ら県の提案型共助社会づくり支援事業に移行する。

今後、義務的経費（※）の削
減について踏み込んでい
く考えはあるのか伺う。
義務的経費については見直し
の時期に来ていることは認識
している。具体的な協議はま

だであるが、そのための意見交換等を
始めている状況である。

Q Q
A A

可決可決

※義務的経費…歳出における人件費（職員の
給与や議員の報酬）、扶助費（公的扶助制度
として対象者に支給する経費）、公債費（借
入金を返済するための経費）のこと。
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小学校大規模改造事業
2,194万5千円（2,194万5千円増）
中野東小学校大規模改造工事設計
委託料の皆増

宮中地区賑わい創出事業
１億3,806万5千円（1億5,164万6千円減）
鹿島神宮駅前広場リニューアル工
事費の皆減など

オリンピック推進事業
6,988万5千円（5,911万6千円増）
オリンピック鹿嶋市推進協議会負
担金の増

老人福祉施設助成事業
4,782万3千円（1億4,560万7千円減）
地域密着型老人福祉施設整備費補
助金の減

都市再生整備事業（鹿島神宮周辺）
１億9,925万円（１億9,925万円増）
市道や共同駐車場の調査・設計・
補償・用地買収・工事の増

体育施設管理費
2億562万3千円（2億3,831万4千円減）
カシマスポーツセンター大規模改
造工事費の皆減など

庁舎管理経費
１億4,717万5千円（7,544万5千円増）
非常用発電設備整備工事費の増

ふるさと納税推進事業
5,129万7千円（5,176万7千円減）
ふるさと納税業務委託料の減など

教育・保育施設入所支援事業
20億8,691万1千円（2億7,325万1千円増）
扶助費や保育所緊急整備事業費補
助金の増

橋りょう長寿命化事業
2,200万円（8,010万円減）

橋りょう長寿命化工事費の皆減な
ど

図書館管理経費
6,845万4千円（5,332万9千円増）
大規模改造工事費など

母子・父子対策事業
2億4,360万5千円（8,547万4千円減）
扶助費の減など

令和２年度に予算が増額となる事業など

令和２年度に予算が減額となる事業など
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議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案と
議員（会派）の賛否結果

未来かしま 公明
かしま

日本
共産党 幹　会 無所属

飯
塚
俊
雄

内
田
政
文

根
崎　

彰

池
田
芳
範

坂
本
仙
一

小
池
み
よ
子

栗
林
京
子

小
松
﨑
敏
紀

笹
沼
康
弘

山
口
哲
秀

樋
口
富
士
男

立
原
弘
一

川
井
宏
子

宇
田
一
男

菅
谷　

毅

舛
井
明
宏

田
口　

茂

河
津　

亨

佐
藤
信
成

議案第１号　令和２年度鹿嶋市一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × ×
議案第６号　令和2年度鹿嶋市農業集落
排水特別会計予算 〇 ○○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × × ×
第１号議案　議案第1号令和2年度鹿嶋
市一般会計予算に対する附帯決議 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
動議　議案第1号令和2年度鹿嶋市一般
会計予算に対する修正案 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－

２
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
早
期
終
息
及
び
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
計
画
通

り
の
開
催
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
奮
っ
て
お
り
、
日
本
国
内

に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
早
期
に
終
息
さ
せ
、
本
市
に

お
い
て
計
画
通
り
に
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
、
下
記
の
項
目
に
つ

い
て
要
望
す
る
。

１
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

国
内
感
染
が
早
期
に
終
息

す
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
感

染
拡
大
の
防
止
、
感
染
症

対
策
の
充
実
、
検
疫
体
制

の
強
化
を
図
り
、
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
を
計
画
通
り
に
開
催
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
．大
会
期
間
中
の
競
技
会
場

等
に
お
け
る
衛
生
管
理
を

徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

３
．諸
外
国
や
各
競
技
団
体
に

向
け
て
、
衛
生
管
理
や
感

染
症
対
策
を
積
極
的
に
周

知
す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担
当
大
臣

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
発
生
に
関
し
市
民
の
生
命
を

守
り
、ま
た
市
民
生
活
の
安
心
・

健
康
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援

を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
全
世
界
に
拡
散
し
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
感
染
症
に
関
す
る
緊
急

事
態
宣
言
を
発
令
し
た
。

　

本
市
で
は
、
感
染
症
に
対
す

る
市
民
の
不
安
を
軽
減
で
き
る

よ
う
、
相
談
支
援
情
報
の
周
知

に
努
め
て
い
る
が
、
市
民
生
活

を
脅
か
す
事
態
、
地
域
経
済
活

動
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
事
態
が
顕
著
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

加
え
て
、
本
医
療
圏
域
は
、

医
療
基
盤
が
極
め
て
脆
弱
な
地

域
で
あ
り
、
地
域
の
医
療
崩
壊

に
発
展
し
か
ね
な
い
大
き
な
懸

念
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
、
下
記
の
事
項
に
つ

い
て
要
望
す
る
。

１
．今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
及
び
経
済
対
策

に
必
要
な
事
業
の
財
源
に

つ
い
て
は
、
国
の
要
請
に

基
づ
く
事
業
は
も
と
よ
り
、

自
治
体
と
し
て
必
要
な
事

業
に
つ
い
て
も
国
の
責
任

に
お
い
て
補
償
す
る
こ
と
。

２
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
教
育
現
場
全
般
に
係

る
負
担
に
つ
い
て
補
償
す

る
こ
と
。

３
．国
民
生
活
に
不
安
や
動
揺

が
生
じ
な
い
よ
う
、
正
確

か
つ
迅
速
な
情
報
提
供
を

実
施
す
る
こ
と
。

４
．マ
ス
ク
・
消
毒
薬
の
速
や

か
な
流
通
を
実
現
さ
せ
、

買
占
め
等
の
異
常
行
動
の

予
防
措
置
を
す
る
こ
と
。

５
．感
染
者
の
早
期
発
見
及
び

重
症
化
防
止
の
た
め
、
地

方
に
お
け
る
検
査
・
医
療

体
制
の
強
化
に
向
け
た
支

援
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
能
力
の

拡
大
を
図
る
こ
と
。

６
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

起
因
と
し
た
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
支
援
体
制
に
つ

い
て
、
自
治
体
に
対
す
る

財
政
措
置
も
含
め
さ
ら
な

る
強
化
を
図
る
こ
と
。

７
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
、
こ
れ
以
上

国
内
消
費
が
冷
え
込
ま
な

い
よ
う
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
消
費
者
還
元
事
業
の

継
続
を
す
る
こ
と
。

８
．経
済
活
動
正
常
化
ま
で
、

商
工
観
光
及
び
建
設
業
等

へ
の
全
方
位
的
経
済
対
策

を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ

と
。

９
．中
小
企
業
・
個
人
事
業
主

等
へ
の
経
済
的
・
人
的
支

援
を
速
や
か
に
実
施
す
る

こ
と
。

【
提
出
先
】

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房

長
官
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

経
済
再
生
担
当
大
臣



2020 年 5 月 1 日
鹿嶋市議会だより15

● 

委
員
会
の
活
動 

●

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者

向
け
と
難
し
い
と
こ
ろ
は
あ
っ
た

が
、
販
売
促
進
策
で
工
夫
し
た
点

は
。　答

申
請
期
間
を
他
の
市
町
村

よ
り
１
か
月
早
く
ス
タ
ー

ト
し
、
期
間
終
了
１
か
月
前
に
再

通
知
を
送
っ
て
い
る
。
利
用
店
舗

の
募
集
に
つ
い
て
は
、
鹿
行
５
市

の
中
で
は
３
１
３
店
舗
を
集
め
、

非
常
に
多
い
数
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
比
較
的
使
用
し
や
す

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
３
月
２
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年

度
の
各
会
計
の
補
正
予
算
10
件
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
11
号　

令
和
元
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）問

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

予
算
措
置
を
す
る
の
か
。

答
マ
ス
ク
や
消
毒
剤
を
発
注

し
て
い
る
が
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
状
況
。
今
年
度
に

つ
い
て
は
所
管
課
の
保
健
セ
ン

タ
ー
の
予
算
と
、
児
童
ク
ラ
ブ
等

で
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
教
育
委

員
会
の
予
算
と
調
整
を
し
て
い
き

た
い
。

　

今
後
収
束
に
向
か
わ
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
新
年
度
で
は
補
正
等

を
考
え
て
い
る
。

　

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
２
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。
な
お

審
査
に
先
立
ち
、
行
政
委
員
代
表

者
と
地
域
自
治
の
活
性
化
に
向
け

た
現
状
の
課
題
等
に
関
し
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
24
号　

鹿
嶋
市
行
政
委

員
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
地
方
公
務
員
法
の

改
正
に
よ
り
非
常
勤
特
別
職
の
任

用
の
要
件
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
行
政
委
員
を
非
常
勤
特
別

職
か
ら
除
く
た
め
制
定
す
る
も
の
。

問
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
形
で
守
っ
て
い

た
だ
く
の
か
。

答
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
非
常
勤
特
別

職
は
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
た
。

あ
く
ま
で
も
行
政
と
の
連
絡
調
整

と
な
る
た
め
、
関
係
法
令
の
適
用

に
よ
り
守
っ
て
い
た
だ
く
。

令
和
元
年
度
の
補
正
予
算
10
件
を

審
査

鹿
嶋
市
行
政
委
員
設
置
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
議
案
な
ど
を
可
決

問
非
常
勤
特
別
職
の
適
用
要

件
が
厳
格
化
さ
れ
た
背
景

は
。答

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

伴
う
も
の
。
非
常
勤
特
別

職
の
該
当
要
件
は
３
つ
に
絞
ら
れ
、

特
定
の
学
識
経
験
を
必
要
と
す
る

職
に
限
定
さ
れ
た
。

■
議
案
第
25
号　

鹿
島
地
方
公
平

委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

こ
の
規
約
の
変
更
は
、
令
和
２

年
４
月
１
日
か
ら
鹿
島
地
方
公
平

委
員
会
の
執
務
場
所
を
鹿
嶋
市
役

所
か
ら
神
栖
市
役
所
に
変
更
す
る

こ
と
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
第
２

５
２
条
の
７
第
３
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
２
５
２
条
の
２
の

２
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

予 算 決 算 常 任 委 員 会

総 務 生 活 委 員 会

＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。
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● 

委
員
会
の
活
動 

●

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
４
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
19
号　

鹿
嶋
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
を
納
期
ご
と

に
分
割
し
た
際
に
生
じ
る
端
数
と

し
て
の
取
り
扱
い
を
、
千
円
未
満

か
ら
百
円
未
満
に
変
更
す
る
た
め

改
正
す
る
も
の
。

問
納
期
ご
と
の
納
付
額
を
平

準
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

納
税
者
に
と
っ
て
は
払
い
や
す
く

な
る
と
思
う
が
、
対
象
者
へ
の
周

知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
納
税
の
通
知
と
併
せ
て
周

知
を
行
う
。

■
議
案
第
22
号　

鹿
嶋
市
運
動
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

借
地
で
あ
る
大
野
第
２
球
場
の

用
地
返
還
に
伴
い
、
同
球
場
を
廃

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
市
営

住
宅
条
例
、
平
井
東
部
区
画
整
理

事
業
施
行
規
程
条
例
、
水
道
事
業

給
水
条
例
の
そ
れ
ぞ
れ
の
改
正
案

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
20
号　

鹿
嶋
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

民
法
の
改
正
に
伴
う
保
証
人
制

度
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
も
の
。

問
入
居
保
証
人
と
し
て
民
間

の
保
証
会
社
を
認
め
て
い

く
と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
す
る
際

の
費
用
や
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

答
実
施
時
期
は
4
月
か
ら
。

家
賃
債
務
保
証
の
協
定
締

結
が
必
要
と
な
る
た
め
、
保
証
会

社
と
条
件
を
詰
め
て
早
急
に
協
定

を
取
り
交
わ
し
て
い
き
た
い
。

■
議
案
第
21
号　

鹿
島
臨
海
都
市

計
画
事
業
鹿
嶋
市
平
井
東
部
土
地

区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
い
、
清
算
金
の
利
子
の
利

鹿
嶋
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
ほ
か
３
議
案
を
可
決

鹿
嶋
市
営
住
宅
条
例
改
正
案
や
水
道

事
業
給
水
条
例
改
正
案
な
ど
を
可
決

止
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

問
こ
れ
ま
で
当
該
球
場
を
利

用
し
て
い
た
団
体
へ
の
周

知
や
説
明
は
、
事
前
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

答
利
用
団
体
へ
は
、
事
前
に

説
明
を
行
い
了
承
を
得
て

い
る
。
今
後
は
、
直
接
地
主
と
契

約
を
し
、
引
き
続
き
当
該
球
場
を

利
用
し
て
い
く
団
体
の
ほ
か
、
は

ま
な
す
公
園
球
場
を
利
用
し
て
い

く
と
い
う
団
体
も
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

率
「
年
６
％
」
を
「
土
地
区
画
整

理
法
第
１
０
３
条
第
４
項
の
規
定

に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日

の
法
定
利
率
」
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
23
号　

鹿
嶋
市
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

改
正
水
道
法
が
施
行
さ
れ
、
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
更
新
制

度
の
導
入
に
伴
い
更
新
手
数
料
を

定
め
る
と
と
も
に
、
特
別
な
場
合

に
お
け
る
給
水
料
金
の
算
定
方
法

を
見
直
す
も
の
。

問
今
回
の
改
正
条
例
は
鹿
嶋

市
独
自
の
も
の
な
の
か
。

他
市
町
村
で
も
あ
る
の
か
。

答
水
道
料
金
の
設
定
は
市
町

村
ご
と
に
ま
ち
ま
ち
。
今

回
の
改
正
は
１
か
月
の
給
水
料
金

を
算
定
す
る
特
別
な
場
合
の
基
準

に
使
用
日
数
を
加
え
る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

都 市 経 済 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会
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栗
くり

林
ばやし

  京
きょう

子
こ

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て

栗
林
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
市
の
水
際
対

策
と
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

は
。A

感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
る

健
康
福

祉
部
長
市
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
情
報
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
各
所
管
部
署
を
通

じ
て
、
施
設
や
学
校
、
市
民
の
方
へ
情
報

提
供
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
厚

生
労
働
省
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
係

る
要
請
を
受
け
、
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
関
す
る
本
市
の
考

え
方
を
決
定
し
た
。
仮
に
感
染
者
が
市
内

に
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
県
、
保

健
所
等
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
感
染
拡

大
の
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
消
費
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

栗
林
２
０
２
２
年
よ
り
、
18
歳
か
ら

は
成
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
全
て

自
己
責
任
と
な
る
。
小
さ
い
う
ち
か
ら
金

銭
感
覚
や
お
金
の
計
画
的
な
使
い
方
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。
そ
こ
で
、
市

の
教
育
現
場
で
の
消
費
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。

A
家
庭
に
お
け
る
教
育
の
充
実
が

必
要

教
育
長
本
市
で
は
、
豊
郷
小
学
校
が
令

和
元
年
度
か
ら
金
銭
や
物
に
対

す
る
健
全
な
価
値
観
の
養
成
に
力
点
を

置
い
た
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。
来
年
度

は
２
年
間
の
研
究
成
果
の
発
表
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
消
費
者
教
育

の
実
践
方
法
に
つ
い
て
、
市
内
外
の
小
中

学
校
へ
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
消
費
者
教
育
は
、

家
庭
に
お
け
る
教
育
の
充
実
も
必
要
で

あ
り
、
今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
研
修
会
に
お
い

て
消
費
者
教
育
を
取
り
入
れ
る
よ
う
指

導
し
て
い
き
、
保
護
者
が
消
費
者
教
育
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
金
銭
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
な
鹿
嶋
っ
子
を
育
成
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
駅
前
広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

完
成
イ
メ
ー
ジ
は

栗
林
鹿
島
神
宮
駅
前
広
場
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
完
成
後

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
伺
う
。

A
鹿
島
神
宮
を
意
識
し
た
イ
メ
ー

ジ

地
域
活
性
化

担
当
参
事

鹿
島
神
宮
も
意
識
し
た
イ

メ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
整
備
を

図
っ
て
い
く
。
レ
ン
ガ
張
り
だ
っ
た
床
は
、

石
畳
風
に
張
り
替
え
、
ド
ー
ム
型
を
し
て

い
た
待
合
シ
ェ
ル
タ
ー
屋
根
は
木
材
の
梁
、

ま
た
は
垂
木
を
使
用
し
て
、
モ
ダ
ン
な
和

風
切
妻
屋
根
に
改
修
し
て
い
く
。
ま
た
、

公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
仕
上

げ
と
し
て
お
り
、
朱
色
の
採
用
に
つ
い
て

も
使
用
箇
所
等
を
含
め
て
検
討
し
て
い

る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
影
響
は

質
伝
統
文
化
体
験
に
よ
る
情
操
教
育

に
つ
い
て

質
水
路
活
用
の
広
域
観
光
に
つ
い
て

　一般質問は、私たちの生活にかかわり
の深い事柄について質問するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「一般質問録画配信」
をご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がごらんいただけます。
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Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て

小
松
﨑
２
０
２
０
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
）
制
度
を
導
入
し
て
い
く
と
の
説

明
が
、
公
立
小
中
学
校
の
各
学
校
連
絡

協
議
会
で
説
明
が
あ
っ
た
。
市
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
を
導
入
す
る
目

的
は
何
か
。

A
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
く
３

つ
教
育部

長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導

入
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
こ
と

は
、
大
き
く
３
点
あ
る
。
１
点
目
は
、
子

ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
く
の

か
と
い
う
目
標
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
、
保

護
者
、
学
校
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。
２
点
目
は
、
共
有
し
た
目
標
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
教
職
員
の
異
動
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
地
域
と
学
校
が
組
織
的
に

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
３
点
目

は
、
多
く
の
地
域
住
民
、
保
護
者
な
ど
が

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
で
の
学
び
や

体
験
活
動
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
を

成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

Ｑ
小
中
学
校
校
舎
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
は

小
松
﨑
不
審
者
の
犯
罪
の
未
然
予
防
と

し
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
内
小
中
学

校
の
設
置
状
況
は
。

A
全
17
校
中
９
校
に
設
置
済
み

教
育部

長
小
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、
全

12
校
中
６
校
に
設
置
し
、
中
学

校
施
設
に
お
い
て
は
、
全
５
校
中
３
校
に

設
置
を
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、

大
規
模
改
造
工
事
の
際
な
ど
に
併
せ
て

順
次
設
置
を
進
め
、
防
犯
対
策
に
努
め
て

い
く
。

Ｑ
健
康
増
進
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

小
松
﨑
ま
ち
や
空
間
、
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
、
人
々
を
健
康
な
状
態

へ
と
導
く
０
次
予
防
の
必
要
性
が
、
建

築
、
都
市
計
画
の
分
野
で
も
世
界
的
に
唱

え
ら
れ
始
め
て
い
る
。
市
と
し
て
健
康
格

差
を
縮
小
し
、
健
康
増
進
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。A

先
進
自
治
体
な
ど
の
取
り
組
み

の
調
査
研
究
を
行
う

健
康
福

祉
部
長
本
市
に
お
け
る
健
康
増
進
の
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
第
二
次
健
康

か
し
ま
21
に
基
づ
い
て
各
種
保
健
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
が
な
る

べ
く
健
康
問
題
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
無
関
心

層
の
方
々
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

社
会
環
境
の
整
備
な
ど
の
０
次
予
防
の

視
点
を
持
つ
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
ま
ず
は
一
次
予
防
、

二
次
予
防
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
推

進
し
な
が
ら
、
先
進
自
治
体
な
ど
の
取
り

組
み
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

小
こ

松
まつ

﨑
ざき

  敏
とし

紀
のり

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
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川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝ 90 分〕

Ｑ
幼
児
教
育
、
保
育
の
再
編
成

に
つ
い
て

川
井
働
く
親
た
ち
に
と
っ
て
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
は
大
事
な
支
援
で
あ

る
。
幼
児
教
育
、
保
育
の
再
編
成
に
つ
い

て
納
得
の
い
く
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

A
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
こ
と
を

最
優
先

教
育
長
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
こ
と
を

最
優
先
と
し
て
、
挙
げ
ら
れ
た

意
見
等
に
対
し
て
、
で
き
る
範
囲
内
で
保

護
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
対
応
し
、
保
護

者
の
方
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
有
資
格
者
に
よ
る
保
育
に
つ

い
て

川
井
国
家
資
格
を
持
っ
た
知
識
あ
る

保
育
士
が
保
育
を
す
る
と
い
う

こ
と
が
冷
静
な
判
断
、
責
任
あ
る
判
断
が

で
き
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
公
立
は
有
資
格
者
で
、
私
立
は

認
可
基
準
で
対
応

教
育部

長
こ
れ
か
ら
も
公
立
の
方
は
全
員

有
資
格
者
で
、
私
立
に
関
し
て

は
園
児
の
定
員
に
対
し
て
の
認
可
基
準

を
満
た
し
て
い
る
有
資
格
者
が
対
応
し

て
い
く
。
新
し
い
制
度
と
し
て
、
一
定
程

度
の
研
修
を
受
け
て
県
の
認
定
に
よ
り

３
～
５
人
の
家
庭
的
保
育
所
を
開
設
で

き
る
制
度
が
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
有
資

格
者
に
関
し
て
き
ち
ん
と
調
査
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
井
各
保
育
園
の
保
育
内
容
や
運
営

な
ど
で
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

市
の
指
導
監
督
は
行
っ
て
い
く
よ
う
ご

努
力
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て

川
井
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
中

で
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
解
決

す
る
策
と
し
て
自
主
的
に
取
り
組
ん
だ

お
買
い
物
ツ
ア
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は

異
論
は
な
い
が
、
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、

保
険
の
補
償
が
明
確
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

責
任
の
所
在
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

問
題
解
決
し
な
い
ま
ま
、
自
助
、
互
助
、

共
助
だ
け
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
矛

盾
は
な
い
の
か
。

A
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く

健
康
福

祉
部
長
車
の
運
転
の
事
故
補
償
に
つ
い

て
は
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会

も
課
題
と
し
て
認
識
は
し
て
い
る
。
全
国

的
に
こ
の
補
償
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、
き
ち
ん
と

し
た
形
で
住
民
の
方
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

川
井
国
か
ら
の
指
導
で
こ
の
事
業
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
は
理
解
で
き
る
が
、
し
っ
か
り
こ
の

矛
盾
に
つ
い
て
国
に
意
見
を
伝
え
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
生
活
保
護
の
加
算
に
つ
い
て

質
地
域
医
療
に
つ
い
て
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小
こ

池
いけ

  みよ子
こ

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

Ｑ
ご
み
問
題
に
つ
い
て 

小
池
ご
み
減
量
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
は
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
。
資
源
回
収
が
始
ま
っ
た
頃
と
全
く
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
私
た
ち

は
更
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
、
５※

Ｒ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市

民
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
お
願
い
し
て
い
か
な

い
と
、
ご
み
の
減
量
化
は
進
ん
で
い
か
な

い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
環

境
整
備
に
努
め
て
い
く

市
長
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

第
三
次
鹿
嶋
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
お
い
て
、
重
要
施
策
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
、
５
Ｒ
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
も
ご
み
の
減
量
化
に
対
す
る
市
民

一
人
一
人
の
意
識
向
上
に
資
す
る
施
策
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
ご
み
を
排
出
す

る
民
間
事
業
者
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
担
う

民
間
事
業
者
と
の
協
力
体
制
を
構
築
す

る
な
ど
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
環

境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
ご
み
捨
て
困
難
家
庭
へ
の
対

応
は

小
池
ご
み
捨
て
困
難
家
庭
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
今
、
高
齢
者
に
一

番
必
要
な
施
策
は
、
外
出
の
足
の
確
保

と
、
ご
み
捨
て
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

県
内
で
も
多
く
の
自
治
体
が
こ
の
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
の

考
え
を
伺
う
。

A
近
隣
市
に
お
け
る
ご
み
出
し
支

援
事
業
の
動
向
を
注
視

市
民
生

活
部
長
ご
み
出
し
が
困
難
な
方
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
日
常
生

活
を
送
る
上
で
の
様
々
な
困
難
を
解
決

す
る
こ
と
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
支
援
体

制
を
包
括
的
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
近
隣
市
に
お
け
る
ご
み
出
し
支

援
事
業
の
動
向
を
注
視
し
、
ま
ず
は
ご
み

出
し
支
援
に
加
え
、
買
物
、
通
院
、
掃
除

等
と
い
っ
た
高
齢
者
が
日
常
生
活
を
送

る
上
で
の
包
括
的
な
、
ま
た
持
続
可
能
な

生
活
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

Ｑ
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
は　

小
池
小
中
学
校
特
別
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
、
今
回

特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
が
つ
く
こ
と
と

な
っ
た
が
、
一
斉
に
で
は
な
く
、
順
番
に

と
の
こ
と
。
一
斉
に
つ
け
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
高
い
頻
度
で
利
用
さ
れ
る
中
学

校
か
ら
優
先
的
に
整
備

教
育部

長
特
別
教
室
に
つ
い
て
は
、
音
楽

や
技
術
な
ど
の
授
業
、
部
活
動

等
で
高
い
頻
度
で
利
用
さ
れ
る
中
学
校

か
ら
優
先
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
一
斉
に
整
備

す
る
場
合
に
は
、
単
年
度
に
財
政
的
な
負

担
が
大
き
い
た
め
、
段
階
的
に
整
備
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
な
お
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
る

ま
で
夏
の
暑
い
時
期
な
ど
は
、
エ
ア
コ
ン

の
設
置
し
て
あ
る
教
室
を
利
用
す
る
こ

と
や
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
す
る
な

ど
の
工
夫
を
お
願
い
し
た
い
。

※５Ｒ…Reduce（ごみを減らす）、Refuse（不要なものはもらわない）、Reuse（再利用する）、
Repair（修理する）、Recycle（リサイクルする）
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佐
さ と う

藤  信
のぶなり

成  議員
〔発言時間＝ 60 分〕

Ｑ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て佐
藤
１
万
５
千
件
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
た
が
、
現
行
の
シ
ス
テ
ム
だ

と
、
１
人
運
ぶ
の
に
2
6
5
6
円
か
か
っ

て
い
る
。
乗
合
い
を
せ
ず
、
直
接
目
的
施

設
に
運
ん
だ
場
合
1
6
0
0
円
の
コ
ス
ト

で
運
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
目
的
地
と

時
間
帯
を
守
っ
た
ま
ま
、
各
々
タ
ク
シ
ー

会
社
に
電
話
し
乗
車
し
た
方
が
、
利
便
性

が
よ
く
な
り
、
税
金
の
負
担
が
減
る
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
現
在
の
制
度
を
継
続
す
る

政
策
企

画
部
長
提
案
さ
れ
た
内
容
は
、
利
用
者

が
多
く
な
れ
ば
市
の
負
担
が
増

え
る
形
態
で
あ
り
、
持
続
可
能
性
の
観
点

か
ら
は
難
し
い
と
考
え
る
。
現
在
の
制
度

を
継
続
す
る
中
で
、
利
用
者
の
方
々
の
声

に
耳
を
傾
け
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
行

う
な
ど
、よ
り
良
い
制
度
と
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
今
後
の
財
政
状
況
の
見
通
し

に
つ
い
て

佐
藤
ご
み
処
理
場
に
か
か
る
建
設
費

に
つ
い
て
、
現
在
の
見
通
し
及

び
現
状
で
試
算
し
た
コ
ス
ト
を
伺
う
。

A
事
業
の
再
構
築
、
選
択
と
集
中

を
推
進

廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
担
当
参
事

計
画
で
は
、
直
接
の
建
設

費
を
約
２
１
７
億
円
と
見

込
ん
で
お
り
、
起
債
の
償
還
金
に
係
る
市

負
担
額
は
年
間
約
５
億
円
と
見
込
ん
で

い
る
。

佐
藤
子
宝
手
当
事
業
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
累
計
で
い
く
ら
投
じ

て
き
た
の
か
伺
う
。

健
康
福

祉
部
長
平
成
27
年
度
の
事
業
開
始
か
ら

こ
れ
ま
で
の
支
給
総
計
は
６
億

５
８
２
６
万
５
０
０
０
円
に
な
る
。

佐
藤
こ
の
手
当
を
段
階
的
に
廃
止
し

て
い
く
べ
き
だ
と
提
案
す
る
。

現
在
の
市
長
に
な
っ
て
か
ら
、
財
政
調
整

基
金
は
14
億
円
と
大
き
く
減
っ
て
い
る
。

見
直
し
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

政
策
企

画
部
長
成
果
の
低
い
事
業
の
予
算
を
よ

り
実
効
性
の
あ
る
事
業
へ
集
中

さ
せ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
の

再
構
築
、
選
択
と
集
中
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

佐
藤
2
0
2
5
年
、
団
塊
の
世
代
の

方
々
が
後
期
高
齢
者
の
年
代
に

入
る
。
市
の
一
般
会
計
か
ら
拠
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
社
会
保
障
費
に
つ
い
て
、

今
後
見
込
ま
れ
る
金
額
を
伺
う
。

健
康
福

祉
部
長
高
齢
者
の
健
康
保
険
に
つ
い
て

は
、
現
在
よ
り
も
約
２
億
円
増

額
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
約
１
億
９

０
０
０
万
円
増
額
に
な
る
と
試
算
し
て

い
る
。

佐
藤
2
0
2
5
年
問
題
と
ご
み
処
理
、

こ
れ
だ
け
で
今
よ
り
財
政
状
況

が
悪
く
な
る
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と

で
あ
る
。
何
ら
か
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
削

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
長
に
伺
う

が
、
ご
み
焼
却
場
の
建
設
と
歴
史
資
料

館
、
ど
ち
ら
が
優
先
順
位
の
高
い
政
策
な

の
か
。

市
長
市
民
生
活
の
た
め
に
必
要
な
施

策
と
市
の
将
来
の
発
展
の
た
め

に
必
要
な
施
策
、
ど
ち
ら
も
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

佐
藤
ご
み
処
理
場
と
歴
史
館
が
同
じ

よ
う
な
政
策
順
位
だ
と
言
わ
れ

て
し
ま
っ
て
は
、
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
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Ｑ
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建

設
予
算
に
つ
い
て

舛
井
当
市
と
神
栖
市
で
建
設
予
定
の

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設

予
算
に
つ
い
て
、
当
初
計
画
か
ら
変
化
が

生
じ
そ
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
建
設
費
以
外
の
費
用
見

通
し
は
ど
の
程
度
か
。

A
当
初
計
画
よ
り
最
大
約
90
億

円
の
増

廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
担
当
参
事

震
災
復
興
特
別
交
付
税
措

置
の
最
大
限
活
用
を
目
指

し
て
き
た
が
、
仮
に
交
付
税
の
活
用
が
令

和
２
年
度
ま
で
と
な
る
と
、
鹿
嶋
・
神
栖

両
市
の
負
担
は
、
当
初
計
画
よ
り
最
大
で

約
90
億
円
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他

費
用
に
つ
い
て
は
市
の
独
自
試
算
だ
が

中
継
施
設
の
経
費
で
約
16
億
円
、
売
電
の

た
め
の
電
力
会
社
へ
の
負
担
金
約
８
億

円
等
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
財
政
的
に
問
題
の
な
い
範
囲

か　舛
井
こ
の
負
担
は
、
将
来
的
な
市
の

財
政
面
か
ら
見
て
問
題
は
な
い

範
囲
な
の
か
。

A
将
来
世
代
へ
の
負
担
は
大
き
く

増
加

政
策
企

画
部
長
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

の
度
合
い
を
示
す
将
来
負
担
比

率
の
指
標
で
は
、
建
設
が
始
ま
る
と
令
和

４
年
度
に
１
０
６
・
２
％
で
最
大
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
平
成
30
年
度
の
市
区
町

村
の
平
均
は
28
・
９
％
で
あ
り
、
現
状
に

お
い
て
も
本
市
は
比
較
的
高
い
水
準
に

あ
る
が
、
当
該
施
設
の
整
備
に
よ
り
将
来

世
代
へ
の
負
担
は
大
き
く
増
加
す
る
こ

と
と
な
る
。

　Ｑ
コ
ス
ト
を
比
較
す
べ
き

舛
井
震
災
復
興
特
別
交
付
税
が
望
め

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
単
独
で

つ
く
れ
ば
規
模
も
小
さ
く
な
り
、
中
継
施

設
も
必
要
な
く
な
る
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
的
に
は
、
ミ
ニ
マ
ム
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
あ
ら
ゆ
る
方
向
性
で
コ
ス
ト

を
比
較
し
て
み
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

A
経
費
の
節
減
に
向
け
た
検
討
・

対
応
が
必
要

廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
担
当
参
事

本
計
画
は
、
神
栖
市
と
協

力
し
て
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
民
の
利
便
性
や
経

済
性
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
強
く
主
張

し
て
い
き
た
い
。
震
災
復
興
特
別
交
付
税

措
置
の
算
入
状
況
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
経

費
の
節
減
に
向
け
た
検
討
、
対
応
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

舛
井
何
よ
り
も
最
優
先
で
こ
の
廃
棄

物
処
理
場
建
設
に
つ
い
て
の
検

討
を
含
め
、
そ
の
他
事
業
の
集
中
と
選
択

に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
以
上
に
熟
慮
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

舛
ます

井
い

　明
あきひろ

宏 議員
〔発言時間＝ 45 分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
暴
風
災
害
時
（
災
害
発
生
が
予
想

さ
れ
る
際
も
含
む
）
の
児
童
生
徒

へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
２
０
２
２
年
民
法
改
正
に
伴
う
鹿

嶋
市
成
人
式
の
実
施
年
齢
に
つ
い

て
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樋
ひ

口
ぐち

  富
ふ

士
じ

男
お

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

Ｑ
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
の

策
定
は

樋
口
現
在
、
茨
城
県
内
で
貧
困
対
策

計
画
の
策
定
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
１
市
の
み
で
、
全
国
で
37
位
（
都
道

府
県
別
策
定
率
）。
市
と
し
て
今
後
貧
困

対
策
計
画
の
策
定
は
行
う
の
か
。

A
今
年
度
内
の
策
定
を
予
定
し
て

い
る

健
康
福

祉
部
長
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
に
つ

い
て
は
、
現
在
策
定
中
の
第
２

期
鹿
嶋
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
に

内
包
し
て
、
今
年
度
内
の
策
定
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
は
、
各
所
管
課
で
把
握
し

て
い
る
現
状
の
精
査
、
国
・
県
の
既
存
の

デ
ー
タ
の
活
用
を
図
り
、
貧
困
世
帯
の
実

情
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

樋
口
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を

育
て
る
保
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

の
一
翼
を
担
う
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の

養
成
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
の
、
そ
の
後

の
動
向
や
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。A

必
要
性
や
効
果
は
期
待
で
き
る

と
認
識

健
康
福

祉
部
長
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
そ
の
必
要
性
や
効
果
は

期
待
で
き
る
と
認
識
は
し
て
い
る
が
、
ご

自
身
の
お
子
さ
ん
の
養
育
負
担
を
考
え

る
と
メ
ン
タ
ー
と
し
て
定
着
し
づ
ら
い
状

況
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
気
軽
に
情

報
共
有
や
子
育
て
経
験
の
継
承
が
で
き
る

場
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
県
や
他
自
治
体
の
動
向
に

注
視
し
情
報
収
集
に
努
め
、
保
護
者
の
知

識
の
習
得
や
情
報
共
有
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
自
助
意
識
向
上
の
た
め
に
防

災
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
は
ど

う
か

樋
口
災
害
発
生
時
に
は
、
ま
ず
自
分

が
無
事
で
あ
る
こ
と
が
重
要
。

防
災
対
策
に
は
、
十
分
と
か
、
絶
対
大
丈

夫
と
い
う
も
の
は
な
い
。
市
の
洪
水
・
津

波
・
土
砂
災
害
の
各
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

公
民
館
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
情
報
を
一

元
化
し
、
防
災
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
自
助

意
識
向
上
に
役
立
て
て
は
ど
う
か
。
ペ
ー

パ
ー
で
の
実
現
が
困
難
で
あ
る
な
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
一
元
化
を
行
い
検

索
し
や
す
く
し
て
は
ど
う
か
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

A
市
Ｈ
Ｐ
の
表
示
方
法
を
改
善
し

て
い
き
た
い

市
民
生

活
部
長
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
時
点

で
、
市
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
関
連
情
報
を
一
元
化
し
、
閲
覧
が
し
や

す
い
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
現

状
、
防
災
ブ
ッ
ク
の
作
成
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
平
常
時
に
お
い
て
も
、
分
か
り
や

す
い
形
で
の
表
示
方
法
へ
改
善
し
て
い
き

た
い
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
自
殺
対
策
計
画
策
定
に
つ
い
て

質
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用

推
進
に
つ
い
て
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笹
ささぬま

沼  康
やすひろ

弘 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

Ｑ
機
能
別
消
防
団
と
は

笹
沼
日
中
に
火
事
、
災
害
が
起
き
た

と
き
に
現
場
に
向
か
う
団
員
が

不
足
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｂ
団
員
が
現
場
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
る
機
能
別
消
防
団
の

詳
細
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
の
取
組

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

A
新
た
な
団
員
の
獲
得
に
向
け
た

施
策

市
民
生

活
部
長
機
能
別
消
防
団
は
、
特
定
の
活

動
に
の
み
参
加
す
る
こ
と
と
さ

れ
る
機
能
別
の
消
防
団
員
制
度
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
団
員
の
獲
得
に
向

け
た
施
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
機
能
別
消
防
団
の
中
の
一

つ
と
し
て
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
の
Ｏ

Ｂ
を
採
用
し
て
、
特
定
の
災
害
任
務
だ
け

に
従
事
し
て
い
た
だ
く
制
度
が
あ
る
。
機

能
別
消
防
団
員
の
制
度
の
導
入
及
び
定

年
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
現
在
消
防
団

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
外
国
人
に
対
す
る
対
応
は

笹
沼
外
国
人
就
労
者
の
言
葉
の
壁
や

災
害
時
の
避
難
対
応
に
つ
い
て
、

一
生
活
者
、
一
市
民
と
し
て
の
外
国
人
に

対
す
る
市
の
現
在
の
対
応
と
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
多
言
語
情
報
配
信
ア
プ
リ
を

導
入

政
策
企

画
部
長
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
デ
ー
タ

を
多
言
語
に
翻
訳
し
、
音
声
読
み
上
げ
に

も
対
応
で
き
る
多
言
語
情
報
配
信
ア
プ

リ
を
導
入
し
た
。
広
報
「
か
し
ま
」
や
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
、
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
、
市

民
向
け
の
情
報
発
信
に
も
活
用
可
能
な

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
生

活
部
長
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
鹿
嶋
市
地
域

防
災
計
画
に
お
い
て
は
、
外
国
人
は
計
画

上
要
配
慮
者
と
い
う
位
置
づ
け
が
さ
れ

て
い
る
。
避
難
勧
告
な
ど
重
要
な
防
災
情

報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
に
翻
訳
を
し
て
確

認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
つ

い
て

笹
沼
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育

む
べ
く
、
こ
れ
か
ら
成
人
す
る

子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
金
融
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
の
今
後
の
市
と
し
て
の
計
画

は
。A

家
庭
教
育
が
担
う
役
割
は
大

き
い

教
育
長
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
消
費
行

動
は
家
庭
生
活
の
中
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
消
費
に
関
す
る
適
切
な

規
範
、
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

家
庭
教
育
が
担
う
役
割
は
大
き
い
。
今
後

は
家
庭
教
育
の
中
で
消
費
者
教
育
を
実

践
で
き
る
よ
う
、
市
と
し
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

研
修
会
等
で
、
消
費
者
教
育
を
扱
う
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。
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立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
〔発言時間＝ 90 分〕

Ｑ
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
再
開
発
の
定
義
は

立
原
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
、

再
開
発
と
い
つ
も
言
う
の
だ
が
、

こ
こ
で
い
う
再
開
発
の
定
義
と
は
何
か
。

A
新
た
な
土
地
利
用
を
促
す

地
域
活
性
化

担
当
参
事

今
ま
で
あ
っ
た
土
地
の
使
い

方
に
ハ
ー
ド
事
業
等
を
加
え

な
が
ら
、
新
た
な
土
地
形
態
を
つ
く
り
上

げ
て
新
た
な
土
地
利
用
を
促
し
て
い
く

と
い
う
意
味
で
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
中
で
は
位
置
づ
け
て
い
る
。
現

状
空
き
店
舗
や
老
朽
化
し
た
建
物
が
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
る
地
区
に
つ
い
て
、

新
た
な
土
地
利
用
を
促
す
と
い
う
よ
う

な
形
で
、
地
権
者
に
提
案
を
し
て
い
る
。

Ｑ
神
野
４
丁
目
の
開
発
行
為
に

つ
い
て

立
原
神
野
４
丁
目
で
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム

が
建
設
を
予
定
さ
れ
、
結
局
は

撤
退
し
た
。
建
築
確
認
の
認
可
が
下
り
て

い
な
い
の
に
、
基
礎
工
事
が
始
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
違
法
行
為
が
存
在
し
た

と
い
う
事
実
が
残
っ
た
。
一
番
大
事
な
の

は
、
崖
下
の
住
民
が
、
こ
れ
か
ら
も
安
心

し
て
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
行
政
と
し
て
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
と
い
う
考
え
方
を
し
っ
か
り
と
持
っ

て
い
た
だ
い
て
、
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。A

応
急
復
旧
工
事
は
完
了

都
市
整

備
部
長
応
急
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、

今
年
２
月
の
時
点
で
工
事
が
完

了
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
お
い
て
は
、
抜

本
的
な
対
策
と
し
て
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊

対
策
事
業
の
導
入
に
向
け
、
事
業
主
体
と

な
る
潮
来
土
木
事
務
所
と
連
携
、
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
工
事
に
着
手

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　Ｑ
教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
に

つ
い
て

立
原
教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
に
つ

い
て
、
市
の
基
本
的
な
方
針
と
、

対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

A
勤
務
時
間
を
縮
減
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る

教
育
長
変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て
は
、

長
時
間
勤
務
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
教
員
の
働
き
方
改
革
の
一
つ
と
し
て

議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
県
で
は
、
国

の
法
改
正
に
基
づ
き
、
２
０
２
１
年
度
の

実
施
に
向
け
て
条
例
等
を
改
正
す
る
予

定
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
、
県
の
動
き
や

近
隣
他
市
の
動
き
と
併
せ
、
関
係
規
則
の

改
正
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
が
適
正
に
運

用
さ
れ
、
最
大
限
の
効
果
が
図
れ
る
よ

う
、
研
修
、
あ
る
い
は
事
業
等
を
見
直
し
、

勤
務
時
間
を
縮
減
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
桜
を
見
る
会
に
つ
い
て



262020 年 5 月 1 日
鹿嶋市議会だより

文教厚生委員会
鹿嶋市役所会場

・身体障がい者の認定を受ける手
続きが複雑

・神野地区の開発行為について、
行政側の指導の徹底と横の連携
を密にしていただきたい

・議会は市民に寄り添った対応で
行政を動かしてほしい

・小学校の統廃合を考えていくべ
きではないか

・個性を伸ばしていく学校教育も
必要なのではないか

・学力だけではなく個性を伸ばせ
るような教員が少なくなってき
ているのではないか

・新任の民生委員は先輩の民生委
員に相談しづらい場合もある

・障がい者の通所支援を充実させ
てほしい

・老々介護の問題、そもそも介護
施設が少ない

・千葉の勝浦では閉鎖した学校を
介護施設として再利用している

・介護職員の不足も問題
・生活保護のハードルが高い

・無形文化財に指定されている祭
頭祭について、祭頭囃子だけの
日程を３月９日以外に変えるの
はいかがかと思う

大野ふれあいセンター会場
・車がないと高齢者は活動できな

い
・高齢者の移動手段のためにもコ

ミュニティバスの充実を
・公共交通は上手に組み合わせる

ことが大事
・学力の格差が顕著だと感じる
・高校生からの学習指導の開催場

所が足りない
・区の集会所を有効利用しやすく

できないか

・高齢者の行き場がない
・温浴施設があると高齢者の憩い

の場になる
・鹿島高校中高一貫校開設に際し、

公立中の学級数が少なくなるこ
とで１学級の生徒数が増え教員
の負担増が懸念される

・高齢者サロンについて市がＰＲ
できないか

・市内には常駐の専門医がいない
・介護職の待遇改善が必要
・敬老会の記念品について、工夫

できないか
・敬老会の対象を喜寿・米寿・卒

寿等のみにしてはいかがか

都市経済委員会
鹿嶋市役所会場

・観光をどうするか市民の意識を
変えなければならない

・滞在時間を多くする仕掛けとし
て、一番お金を落とす宿泊の仕
組みは必要

・城山公園にランニングコースを
造ったらどうか

・税収を上げるための投資が必要
になる

・線路沿いの水田を無農薬の水田
に指定して、ドジョウやトキな
どが来るようになれば良い

・市の庁舎が借り地なのはいかが
なものか

・コンパクトシティに向けて、計
画を立てて欲しい

大野ふれあいセンター会場
・市に土地を提供しても要らない

土地はもらってくれない
・市が市民の方を見ていない
・分譲主がもう少し協力すべきで、

自治会の加入の阻止もあった
・不動産業者に整備してもらうべ

きであり、区長を通して地域で
１つにまとめて、意見すべき

・きれいな道であれば、定住人口
が増えると思う

・大野地区の雨水排水がひどい
・排水が出来ない所は空き家が多

い
・道幅を広げるには市民が協力し

て広げていくべき
・風力発電を増やすべき、常陸那

珂港よりかなり遅れている
・観光は東国三社参りの強化で人

は来るようになるのではないか
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　令和２年２月９日（日）、鹿嶋市役所と大野ふれあいセンターの２会場において、議会報告会を開
催しました。当日は合計60名の市民の方々にご参加いただき、有意義な議会報告会とすることがで
きました。各常任委員会の活動報告後に行われた意見交換会でいただいた様々なご意見は、今後の
議会活動の参考とさせていただきます。ありがとうございました！（意見交換会でいただいたご意
見を、抜粋して掲載させていただきます。）

議員議員とと語ろう語ろう
議会報告会議会報告会をを開催開催しました！しました！

総務生活委員会
鹿嶋市役所会場

・戸別回収を実施してごみ回収を
有料化すればよい

・戸別回収について道路沿いの家
は良いがそれ以外の方が困難

・資源ごみ収集は班長の判断で雨
天中止にできることでスーパー
に流れてしまう

・分別の徹底のためにも自治会へ
の加入を促進すべき

・防犯カメラの設置数が少ない
・台風災害の際、津波ではないの

に平井公民館が指定避難所にな
らなかったことで地区の市民に
不安が広がった

・災害時等緊急時に地域のボラン
ティアに御協力いただける体制
づくりが必要

・防災無線が聞き取れない
・鹿島小学校前の交差点をスクラ

ンブル化してほしい

・ごみステーションの管理方法を
市で統一してはどうか

・コミュニティバスを時間限定で
スクールバスにできないか

大野ふれあいセンター会場
・資源ごみ回収はスーパー等でも

行っているため、区に入る報奨
金が少なくなってきている

・戸別回収の必要性が全国的に出
てきている

・なにをするにも市民も相応の受
益者負担が必要なのではないか
と思う

・自治会に入らないと資源ごみを
出せない

・公共交通は広域の枠組みが必要
不可欠

・デマンド型乗り合いタクシーは
時間や目的地など利便性に課題
がある
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樋
口
富
士
男

　
『
と
び
ら
』が
創
刊【
１
０
０
号
】

を
迎
え
、
記
念
号
と
し
て
１
０
０

人
の
方
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
鹿

島
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

（
H
９・９
～
）
の
発
足
に
当
た
り

当
時
の
大
変
な
ご
苦
労
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
創
設
に
尽
力

さ
れ
た
大
橋
政
雄
氏
の
「
鹿
嶋
市

に
サ
ッ
カ
ー
文
化
を
根
付
か
せ
る

た
め
、
３
世
代
を
つ
な
ぐ
１
０
０

年
構
想
を
持
っ
て
い
た
」
と
い
う

言
葉
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
材
で
、
多
様
な
ご
意

見
を
伺
い
ま
し
た
。
今
後
の
広
報

活
動
の
励
み
に
し
ま
す
。

編
集
後
記

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

小　

池　

み
よ
子

副
委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

委　
　

員　
　

菅　

谷　
　

 　
毅

委　
　

員　
　

川　

井　

宏　

子

委　
　

員　
　

小
松
﨑　

敏　

紀

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

舛　

井　

明　

宏
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─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─
きかせて！あなたの夢

県
立
鹿
島
灘
高
等
学
校
３
年
生

県
立
鹿
島
灘
高
等
学
校
３
年
生

佐佐ささ

藤藤と
う
と
う

ナ
ナ
ナ
ナ
さ
ん　
さ
ん　

　

私
の
夢
は
、
茨
城
県
庁
の

職
員
に
な
る
こ
と
で
す
。
身

近
な
人
が
公
務
員
な
の
で
、

興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
で
職
員
採
用
説
明
会
に

参
加
し
た
と
き
に
、
い
ば
キ

ラ
Ｔ
Ｖ
の
茨
城
県
公
認
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
Ｖ
チ
ュ
ー
バ
ー

で
あ
る
「
茨
ひ
よ
り
」
ち
ゃ

ん
と
の
出
会
い
が
、
私
の
心

を
決
定
づ
け
ま
し
た
。「
私

も
地
元
茨
城
の
た
め
に
、
そ

し
て
若
い
人
の
た
め
に
チ
カ

ラ
に
な
り
た
い
」
と
思
い
ま

し
た
。

　

現
在
、
部
活
と
し
て
和
太

鼓
部
に
所
属
し
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
県
庁
職
員
を
目
指

し
て
い
る
の
で
、
い
ま
必
要

な
こ
と
は
何
よ
り
も
勉
強
で

す
。

　

茨
城
県
は
、
見
所
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
に
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
多

く
の
若
い
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。
鹿
嶋
市
で
い
え

ば
、
鹿
島
神
宮
の
周
り
が

も
っ
と
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て

ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｖ
チ
ュ
ー
バ
ー
に
魅
せ
ら

れ
て
、
郷
土
の
た
め
に
と
夢

を
描
く
、
し
っ
か
り
者
の
ナ

ナ
さ
ん
。
今
の
ま
ま
の
感
性

を
大
切
に
し
て
、
茨
城
の
魅

力
を
全
力
で
発
信
し
て
く
だ

さ
い
！　
　
　
（
樋
口
、笹
沼
）

　風邪や季節性インフルエンザ対策と同様に、お
一人お一人の咳エチケットや手洗いなどの実施が
とても重要です。引き続き、感染症対策に努めて
いただくようお願いいたします。  
・まずは、手洗いが大切です。
こまめに石けんやアルコー
ル消毒液などで手を洗いま
しょう。
・日ごろからバランスの良い食事や十分な睡眠、

適度な運動を心がけ、免疫力を高めましょう。
・咳などの症状がある方は、咳エチケットを行っ
てください。
・高齢の方や持病がある方は、できるだけ人混み
を避けるなど、より一層注意してください。

篠塚洋三議長から新型コロナウイルス感染
症に関する市民の皆様へのメッセージは鹿
嶋市議会ホームページに掲載しております。

　「３密」とは、集団感染の発生しやすい「密閉」「密集」
「密接」の３つの状況を指します。このような状況を避
けることで、感染の可能性を減らすことができます。
・密閉された公共の屋内空間に長くとどまることを
避けたり、こまめに部屋の換気をしましょう。
・人が密集する施設の利用やイベントへの参加はな
るべく控えましょう。
・密接した距離での会話は控えたり、
マスクの着用によりウイルスの飛散
を防止しましょう。

手洗いや咳エチケットを心がけましょう 「３密」を避けましょう

新型コロナウイルス感染症から身を守るために


